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を表現したものだという。欧米やアジア諸国からも、ご住職への庭園デザイン

の依頼が急増するなど、禅の思想を具現化した庭園の価値が海外でも高く評価

されている。庭園という「モノ」の核心にある、日本の歴史に根ざした禅の思

想が、国境を越えた訴求力を持つということであろう。

さて、本号では特集テーマとして、メコン地域を取り上げた。2011 年以降民

主化と経済開放が進むミャンマー、チャイナ・プラス・ワンの候補地であるタ

イやベトナムなど、世界中の注目を集めるこの地域には、現在、大きな変化が

起こっている。地域の交通インフラが整備され、相互に補完的な生産分業が成

立するなど、実質的な経済圏が成立しつつあるのだ。私は、1994 年 11 月にベト

ナムを、1995 年 11 月にミャンマーを訪れた。工業発展以前の素朴な民族性に心

打たれた思いがある。それからおよそ20年、メコン地域の発展は隔世の感がある。

本号では、日立総研のレポートに加え、タイ、カンボジア、ミャンマー在住の

専門家の方に現地の視点からの寄稿やインタビューをお願いし、各国の潜在的

な成長可能性とともに、それぞれが抱える課題も明らかになった。

カンボジア、ミャンマーは、ビジネスの場として変貌を遂げているが、依然

として基盤インフラが脆弱（ぜいじゃく）である。日立グループとしてこれら

の地域の基盤インフラ整備への貢献の余地は大きいと考えるが、整備した基盤

インフラの能力を十分に発揮させるには、鉄道の運行管理、電力の効率的な供

給など、運用・管理のソフト面のノウハウが欠かせない。一方、タイやベトナ

ムは、早晩直面する高齢化に対応した社会保障や医療など社会制度の整備が課

題となっている。日本は明治以降の近代化や戦後の経済発展の中で、さまざま

な社会制度構築の経験や基盤インフラの管理・運用のソフト面のノウハウを蓄

積してきた。そしてそれらは、極めて正確に運行される列車、体系的で秩序だっ

た教育システムなど、日本の文化や歴史、価値観に根ざしたきめ細やかなもの

である。ハードの基盤インフラという「モノ」のみならず、ソフト面のノウハ

ウや制度づくりまで含め、これらの国に社会イノベーションを起こすことで、

仏教という日本と共通の文化を持つ、メコン地域の発展に貢献していきたいと

の思いを深めた次第である。
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